平成15年2月

高橋雅之君追悼の会  発起趣意について

拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　ご周知のとおり昨年12月27日、高橋雅之君は40歳の若さで永久の航海へ旅立ちました。

生前、故人が幅広くヨット界あるいは、産業界の発展に寄与されましたことは、皆様からも、その功績を称えて頂けるものと思います。よって、学友・会社の仲間・ヨット界を中心に広く参加者を募り、故人を追悼する会を開催いたしたく、その実行にむけて、下記のとおり発起人としてのご参加をお願い申し上げます。

　具体的な活動としては、ご遺族支援､追悼の会の開催、追悼レースの開催、高橋杯の創設、追悼文集の発刊を考えております。また、この会の主催者を考えた場合、特定の会（例えば横浜国立大学学友やヨット部、関東自動車工業同僚やヨット部）が行うことは、故人の幅広い活躍を考えた場合そぐわないと思われます。よって幅広く発起人を募り、発起人の会によって追悼の会を行いたいと思い、ここにお願いをする次第です。ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

敬具

記

1． 発起人募集

皆様には各活動において、開催案内をさせていただきますので、ご本人様のご参加、あるいは、所属団体・友人・知人への連絡窓口をお願いします。

本趣旨にご賛同いただける方におかれましては、発起人に名を連ねていただきたく、更に

運営へのご協力（文集のみ等部分参加歓迎）も時間の許す限り可能である方は、その旨も併せて

　　事務局の森田まで、ご連絡いただきますよう、お願い申し上げます。

　　　　お名前（個人または団体。団体の場合は代表者名）

　　　　連絡先（電話番号･ＦＡＸ番号・メールアドレス・携帯電話番号）

　　　　故人との関係　（例：大学院にて1年後輩、会社同僚など）

　　　　その他可能な限りの情報をいただけると幸甚。

　　　費用削減のためなるべくデジタルでの連絡とさせていただきたく、よろしくお願いいたします。

   更に､貴方様の友人･知人へもお声を掛け合って下さい。

２．高橋雅之君追悼の会事務局

事務局担当 森田 光一

      　　電話：03-3552-1366　　FAX：03-3297-1512　　携帯：090-6139-0167

  　    　　メールアドレス：aab69933@pop12.odn.ne.jp　（携帯：morita-k1@ezweb.ne.jp）

３．世話人

栗山 浩一（代表）横浜国立大学ヨット部S.60年卒

　　携帯：090-9306-6054

      　　　メールアドレス：hirokazu.kuriyama@semba1008.co.jp

千葉 芳広　　関東自動車工業ヨット部

森田 光一　　横浜国立大学ヨット部S.60年卒

江原 和明　　横浜国立大学ヨット部S.60年卒

木村　茂　 　横浜国立大学ヨット部H.10年卒　

４．その他

　　故人の功績を一層ご理解いただくために、略歴を添付いたしました。

以上

高橋雅之君の略歴

昭和37年10月　香川県大川郡引田町に生まれる(23日)

昭和56年 3月　香川県立三本松高校卒業

昭和56年 4月　横浜国立大学工学部船舶海洋学科に入学

　　　　　　　同時に同大学体育会ヨット部に入部

　　　　　　　＜主にスナイプ級の選手として活躍。昭和59年春季神奈川五大学戦では

　　　　　　　オープン参加のため非公式ながらベストスキッパーの成績＞

昭和60年 3月　同大学卒業

昭和60年 4月　同大学大学院工学研究院エネルギー材料研究室修士課程に修学（安藤教授）

　　　　　　　＜この間ラビアンローズ号（ファー４１）のクルーとして活躍＞

昭和61年11月  全日本470級全日本選手権 佐賀県 470級 2位
昭和62年 3月　修士号取得  大学院を卒業

昭和62年 4月　関東自動車工業株式会社に入社

　　　　　　　同社でもヨット部に入部

昭和62年11月  全日本470級全日本選手権 神奈川県 470級 優勝
昭和63年 8月  ソウルオリンピック 韓国 470級 12位
平成元年 8月  470級世界選手権大会 日本 470級 ３位

平成 2年10月  北京アジア大会 中国 470級 優勝
平成 3年11月  全日本470級全日本選手権 神奈川県 470級 優勝
平成 5年 4月　横浜国立大学体育会ヨット部監督就任。平成12年まで学生の指導にあたる

平成 8年 4月　ＪＳＡＦ(日本セーリング連盟)　 技術委員会委員
平成10年 4月　ＪＳＡＦ　特別加盟団体/日本49er協会　評議員　事務局　兼務

平成12年 4月  ＪＳＡＦ　アテネオリンピック委員会委員
平成12年 4月　セーリングスピリッツ協会技術委員長就任

平成14年 1月　関東自動車工業ヨット部部長就任

平成14年 7月  高知よさこい国体（10月開催）470級神奈川代表権を獲得も出場断念

平成14年12月27日午前11時21分　逝去

以上

なお、追悼文集にて彼の経歴を記しますので、不足・訂正がありましたらご指摘お願いします。

高橋君の実験部での活躍

実験部第４実験室室長　

担当分野　車両の強度、機器関係で悪路走行時の強度やドアの耐久性等評価

主な業績　

大学時代から専門分野は強度関係。

　強度関係のリーダー、室長としてコンピュータによるシミュレーション技術（ＣＡＥ）を、一貫して開発、実用化をリードし、アルテッツァやスパシオ等の開発を成功させた。車の開発のリーダーとしても活躍し、ファンカーゴの開発以来、車両開発での実験部の性能予測部署としての地位を確立した。

自動車技術会の、強度関係の疲労信頼性部門委員会委員としても中心的に活躍し、シミュレーションの結果で亀裂の発生を予測する技術を開発し、2000年に米国のＳＡＥという自動車の技術学会で発表し世界的に認められた。その技術は、その分野で有名なＮＡＳＡ開発のソフト（ナストラン）等に折り込まれた。

　又、自動車技術会の中で、トヨタ各社共同で計測器の開発を中心になって企画し実用化する等、リーダーシップを発揮してきた

　夜遅くまで仕事をすることも多かったが、それは、シミュレーションをやったり、シミュレーションが当たらなくて問題が起きたり、工場からの依頼で緊急の仕事をやること（室長として）等よりも、自動車技術会の研究や、共同で米国の専門書を翻訳すること等が多く、楽しんで仕事をしていた。また、車両開発で残っている若い部員にピザを注文して食べさせる等回りに対しても優しく対応していた。

